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２ ダストボックス蓋のストッパーのロックを外す 
 

ダストボックス蓋のストッパー（１か所）のロックを外して
ください。 

３ ダストボックスを取外す

ダストボックス（透明）を図の矢印の方向に引出して、吸
込グリルから取外してください。 

４ ホコリを回収する 

ダストボックス（透明）内のホコリを回収してください。 
  

ストッパー
（ロック状態）

５ ダストボックスをセットする

ダストボックス（透明）を吸込グリルの上に置き、図の矢印
の方向に押して、ダストボックス蓋にセットしてください。
ダストボックス（透明）は、吸込グリルにセットする方向性
はありません。

６ ダストボックス蓋のストッパをロックする  

ダストボックス蓋のストッパー（１か所）をロックしてくだ
さい。 
ダストボックス（透明）が出てこないことを確認してください。

７ ダストボックス蓋の位置と固定を確認する

ダストボックス蓋の端部が吸込グリルの矢印の位置になって
いることを確認してください。 
また、ダストボックス蓋のフック（２か所）が吸込グリルの
ブラケットに引掛かっていることを確認してください。 
引掛かっていない場合は、ダストボックス蓋を図の矢印の
方向に移動し、端部が吸込グリルの矢印位置にして、フック
を引掛けてください。

ダストボックス蓋のフックが引掛かっていない状態
でグリルを閉じると、正しくフィルター清掃できませ
ん。最悪の場合、お掃除ユニットが破損します。

ご注意

８ 吸込グリルを上げる 

▲ をタッチして、吸込グリルを閉じてください。

吸込グリルを閉じる前に、表示部の表示灯（黄）が点
滅していないことを確認してください。
通常は表示灯(黄)が点滅することはありません。表示
灯（黄）が点滅している場合、ブラシは所定の位置に
ありません。
そのまま吸込グリルを閉じると正しくフィルター清掃
できません。
最悪の場合、お掃除ユニットが破損します。

ご注意

 

ダスト回収時期に到達した場合は表示灯（黄）は点灯します。
ダスト回収し、フィルターサインをリセットした後、表示灯
（黄）が連続点滅するか確認してください。

ダストボックス（透明）

ストッパー（解放状態）

ブラケット
（２か所）

フック
（２か所）

矢印（両側）注意ラベル
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１ 取外し方

図の 部分を持って、矢印の方向(斜め上方向)にブラシだ
けを引上げるとダストボックス蓋からクシが外れます。

2 取付方  

クシを図のようにダストボックス蓋の上に乗せ、矢印の方向
にカチッと音がするまでスライドしてください。 

クシのツメ(５か所)全てがダストボックス蓋に引掛かってい
ることを確認してください。 
また、クシがフックよりも内側にあるようにしてください。 
なお、クシを水洗いした場合は水分を十分に取除いてくだ
さい。

クシを濡れたまま取付けるとホコリが固着し、フィル
ター清掃に悪影響を与える可能性があります。

ご注意

注意　ダスト回収を行わずにエアコンの運転を続けると，エアコンが停止する場合があります。
　　　またホコリが落ちてきたり故障の原因になりますので必ずダスト回収を行ってください。

■ クシ，フィルタ，ブラシの取外し方・取付方
クシ，フィルタ，ブラシを取外す際は、吸込グリルを下げて行ってください。
吸込グリルの昇降方法は ecoタッチリモコンの取扱説明書をご覧ください。

１）クシ 
 クシにホコリが堆積しているとブラシのホコリを除去できず、そのホコリをフィルターに再付着させることがあります。

ィフに常正りよに抗抵のタルィフとシラブ、シラブとシク、きとたれさ示表が」20Ｍ「はたま」10Ｍ「にンコモリチッタoce、たま  
ルター清掃できない場合があります。

 そのようなときは、クシに付着しているホコリを除去してください。クシは水洗いもできます。

9 ダスト回収リセット

ダスト回収が終了したら， ダスト回収リセット をタッチし
てください。
はい をタッチしてください。　　　　

クシ

フック

クシ

ツメを引掛かけてください。（５か所）

クシをフックの内側にしてください。ツメ(５か所)
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１ 取外し方

ストッパーを90度以上回転して、フィルターを図の矢印の方
向に引き出してください。 
（ストッパーの回転方向はどちらでも可）。

2 取付方  
フィルターを図の矢印の方向に差し込んでください。 
（フィルターに方向性はありません） 

フィルターがフックに引掛かっていることを確認してくだ
い。 

ストッパーを図の位置まで回転して、フィルターが確実に引っ
掛かるようにしてください。 

なお、フィルターを水洗いした場合は水分を十分に取除いさ
てください。

フィルターを濡れたまま取付けるとホコリが固着し、
フィルター清掃に悪影響を与える可能性があります。

ご注意

１ 取外し方

ストッパー(２個)を取外します。 
ストッパーはねじ(１個)で固定されています。 

ブラシの図の (軸の根本)辺りを持って下方向に引っ張っ
て取外してください。

2 取付方  

ブラシの図の (軸の根本)辺りとギアを上方向に押し込ん
で、ギアの軸部をはめてください。 
カクッという感触があります。ブラシは落下しません。
ストッパー(２個)を取付けてください。 
ストッパーの凸部を穴に差込んでから、図の矢印の方向に
倒してください。 

ねじ(２個)で固定してください。 

なお、ブラシを水洗いした場合は水分を十分に取除いてく
ださい。

ブラシを濡れたまま取付けるとホコリが固着し、フィ
ルター清掃に悪影響を与える可能性があります。

ご注意

２）フィルター  
さ通を気空込吸にトッニユ内室がタールィフ、とるす積堆がリコホなうよのそ。すまりあもリコホいなれきり取で掃清タールィフの動自  

なくなり、エアコンがエラー停止する場合があります。
 また、ecoタッチリモコンに「Ｍ01」または「Ｍ02」が表示されたとき、ブラシとフィルターの抵抗により正常にフィルター清掃で
 きない場合があります。
 そのようなときは、フィルターに付着しているホコリを除去してください。フィルターは水洗いもできます。
 フィルターの取外しは高所作業です。

３）ブラシ  
。すまりあがとこるせさ着付再にタールィフをリコホのそ、とるいてし積堆がリコホにシラブ  

で掃清タールィフに常正りよに抗抵のタールィフとシラブ、きとたれさ示表が」20Ｍ「はたま」10Ｍ「にンコモリチッタoce、たま  
きない場合があります。

 そのようなときは、ブラシに付着しているホコリを除去してください。ブラシは水洗いもできます。
 ブラシの取外しは高所作業で、工具 (ドライバー)が必要です。

フィルターをフレームの
フックに引掛けてください。

矢印の方向に回転して解除してください。

矢印の方向に回転して固定してください.

フィルター

フック

ストッパー(２か所)

　固定　

　解除　

ブラシ ブラシ

ブラシ ギア(両側)

穴(両側)

ねじ(両側) ストッパー(両側)

ストッパー(両側)

ストッパー(両側)
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■ 動作確認など

ブラシ移動     。すまし動移に側Ｃ→側Ｄがシラブ ： Ｃ→Ｄ
  ブラシがＣ側端に到達すると停止します。    
   また、停止 をタッチするとタッチした時点の位置で停止します。
  　　表示灯（緑）：１回点滅 ／ 表示灯（黄）：連続点滅

ブラシ移動 Ｃ→Ｄ：ブラシがＣ側→Ｄ側に移動します。
  ブラシがＤ側端に到達すると停止します。 
   また、停止 をタッチするとタッチした時点の位置で停止します。
  　　表示灯（緑）：２回点滅 ／ 表示灯（黄）：連続点滅 

位置スイッチ点検 ：  表示灯（緑）と表示灯（黄）が３秒間点滅します。その後、位置
検知スイッチ（Ｄ側）をON中は表示灯（緑）が点灯します。 
 位置検知スイッチ（Ｃ側）をON中は表示灯（黄）が点灯します。

  停止 をタッチするか、５分経過すると終了します。 

吸込グリルを開いた状態で点検お掃除運転した場合、フィルター清掃の途中な
ど、ブラシがＤ側端にない状態（表示灯（黄）：連続点滅）で吸込グリルを閉
じないでください。正しくフィルター清掃できません。最悪の場合、お掃除ユ
ニットが破損します。

ご注意

※位置認識指令と位置合わせ制御は本製品では使用しません。
　旧型のお掃除ラクリーナパネルで使用します。

本項の操作で動作確認などが可能です。

ＴＯＰ画面 メニュー  ⇒ サービス設定  ⇒ サービス・メンテナンス  ⇒ サービスパスワード入力 ⇒ お掃除パネル点検  

①個別点検
ブラシを移動させたり、位置検知スイッチの点検をすることができます。

②点検お掃除運転 
フィルター清掃を開始します。フィルター清掃中に吸込グリルの昇降ができます。  
また、お掃除ユニットの動作を点検する場合など、吸込グリルを開いた状態でフィルター清掃ができます。

③バックアップスイッチでの点検 
バックアップスイッチで下記の点検動作ができます。動作内容はecoタッチリモコンを使用した場合と同じです。

ダスト回収時期に到達した場合は表示灯（黄）は点灯します。
ダスト回収し、フィルターサインをリセットした後、表示灯（黄）が連続点滅するか確認してください。

位置検知
スイッチ

人感
センサ位置検知

スイッチ

お掃除用
制御箱

表示部

Ｃ側D側

ブラシ

バックアップスイッチ
のON時間 点検内容 表示灯(緑) 表示灯(黄)

３秒未満 点検お掃除運転 点灯 連続点滅
３～６秒 ブラシ移動Ｄ→Ｃ １回点滅 連続点滅
６～10秒 ブラシ移動Ｃ→Ｄ ２回点滅 連続点滅
10秒以上 位置スイッチ点検 ※

※ 表示灯（緑）と表示灯（黄）が３秒間点滅します。
その後、位置検知スイッチ（Ｄ側）をON中は
表示灯（緑）が点灯します。 

　 位置検知スイッチ（Ｃ側）をON中は表示灯（黄）
が点灯します。再度、バックアップスイッチを
押すか５分経過すると終了します。

点検動作中は、ブラシがＤ側端部にない（表示灯（黄）：連続点滅）状態でグリルを昇降できます。（通常はできません。）
表示灯（黄）が連続点滅しているときは吸込グリルを閉じないでください。
正しくフィルター清掃できません。最悪の場合、お掃除ユニットが破損します。
必ず、表示灯（黄）が消灯しているのを確認してから、吸込グリルを閉じてください。表示灯（黄）が連続点滅してる場合は、消灯
してから吸込グリルを閉じてください。（個別点検のブラシ移動 Ｃ→Ｄ をタッチしてください。）

ご注意

①

②

使用しません

使用しません

吸込グリルを開いた状態でブラシ移動した場合、移動の途中など、ブラシがＤ

正しくフィルター清掃できません。最悪の場合、お掃除ユニットが破損します。

ご注意

点検お掃除運転
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■ 保守点検について

■点検と保全周期の目安について

本機は自動でエアフィルター清掃を行うため，普段のフィルターのお手入れは不要です。ただし，環境条件や使用
条件によっては，想定している交換周期よりも早く消耗が進みフィルターの目詰まり等の影響がでる場合がありま
すので，下記の点検周期での保守点検を行ってください。

保全周期は保証期間を示しているものではありませんので注意ください。
頻繁な発停のない通常の使用において，10時間/日，2,500時間/年と仮定した場合です。運転状況により異なりますの
で保守契約時にご確認ください。

この表は一般的な使用条件下における定期点検の周期（点検周期）および部品交換などの目安を示しています。適切な保全
設計（保守点検費用の予算化など）のためにお役立てください。建築物衛生法（ビル管法）の対象設備に該当する場合は，
法規に従った保守点検も実施してください。「保全周期」および「交換周期」は，使用条件（運転時間が長い）や使用環境
（高温・多湿・ホコリの量・油雰囲気など）がきびしくなると短縮する必要があります。

主要部品 点検周期 保全周期
交換または修理

電動機ルーバ用
電動機エアフレックス用
電動機自動昇降用
電動機ブラシ用
ダストボックス
LED表示灯
プリント基板

20,000時間
20,000時間
20,000時間

5年
5年
5年

25,000時間

1年

主要部品 点検周期 交換周期

エアフィルタ
ブラシ
電動機シャフト用

3年1年

主要部品 点検周期 保全周期 
交換または修理 部品番号

ルーバ用モータ

１年 20,000時間

SSA512T096

エアフレックス用モータ SSA512T049

吸込グリル昇降用モータ SSA511T029C

ブラシ移動シャフト用モータ SSA512T067

ブラシ移動シャフト

１年 ５年

PJF271A012

ブラシ移動ナット PJF914C001

ブラシ移動シャフト用軸受 PJF935D001

ブラシ移動シャフト用ギア PJF273A004 
PJF273A009

ブラシ用ギア PJF273J001

ブラシストッパー PJF129A103

クシ PJF129A105

ダストボックス蓋 PJF112A004

ダストボックス (透明 ) PJF142A035

表示基板

１年 25,000時間

PJA505A272

お掃除基板 PJA505A271H

吸込グリル昇降基板 PJZ505A033Z

主要部品 点検周期 交換周期 部品番号

フィルター １年 ３年 PJF437A010A

ブラシ １年 ３年 PJF271A015

注意： 部品番号は2020年４月現在のものです。予告なく
変更することがあります。

　　　 最新の部品番号は販売店にお問い合わせください。

■エラー表示

制御内容リモコン 制御内容
表示部

表示灯(緑) 表示灯(黄)

1回点滅 消灯

2回点滅 消灯

3回点滅 消灯

4回点滅 消灯

6回点滅 消灯

5回点滅 消灯

消灯 連続点滅

ブラシ組立のD→C移動中に規定時間内に位置検知
スイッチ1(C側)を検知しない場合。

ブラシ組立のC→D移動中に規定時間内に位置検知
スイッチ2(D側)を検知しない場合。

ブラシ組立のC→D移動中に位置検知スイッチ1(C側)が
ONした場合。

ブラシ組立のD→C移動中に位置検知スイッチ2(D側)が
ONした場合。

ブラシ組立が移動中、位置検知スイッチ1と位置検知
スイッチ2が同時にONした場合。

グリル降下中にブラシ組立が移動している場合。（※）
位置検知スイッチがD側、C側どちらも押されていない場合。�

メンテナンス
表示

6

1秒以上パネルスイッチが開を検知した場合。

パネル表示部のバックアップスイッチ
内容

点検お掃除運転 点検お掃除運転(点検)
ブラシ移動(D→C) ブラシ移動D→C(点検)
ブラシ移動(C→D) ブラシ移動C→D(点検)
位置検知スイッチ点検 位置検知スイッチ点検

制御

10秒以上
6秒以上10秒未満
3秒以上6秒未満

3秒未満
バックアップスイッチON時間 ※：表示灯（黄）が連続点灯中にグリルを閉じないでください。

個別点検のブラシ移動（C→D）でブラシ組立をD側に移動させ、
表示灯（黄）が消灯したのを確認後、グリルを閉じてください。
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ラクリーナ用制御箱

ブラシ組立

位置検知スイッチ(D側)

ギアボックス

人感センサー

表示部

C側D側

お掃除用制御箱

位置検知スイッチ(C側)

室内ユニット制御箱
ドライブシャフト

点灯 消灯 不可

点灯 消灯 不可

清掃間隔 1

ブラシ移動速さ 2

ブラシ往復数 3

1 消灯 消灯

2 1回点滅 連続点滅

3 2回点滅 連続点滅

4

3秒間連続点滅の後
位置検知スイッチ(C
側)検知の場合、点灯

3秒間連続点滅の後
位置検知スイッチ(D
側)検知の場合、点灯

4点検お掃除運転 5 点灯 連続点滅

1 点灯 消灯 不可

2 点灯 連続点滅

3 点灯 連続点滅

可能

3試運転 4お掃除試運転

可能

3お掃除パネル点検

4個別点検

停止
個別点検の動作を停止させる。

開始／停止
点検お掃除運転が開始する。(設定往復数)

位置スイッチ点検
検知している位置検知スイッチをLEDにより表示する。
(ブラシ組立のある方向をLEDにより表示する。)

ブラシ移動C→D
ブラシ組立がC⇒D方向に移動する。位置検知スイッチ(D
側)が検知すると、停止する。

ブラシ移動D→C
ブラシ組立がD⇒C方向に移動する。位置検知スイッチ(C
側)が検知すると、停止する。

ブラシ清掃①
D⇒C方向へ少し移動し、C⇒D方向で少し動きを繰り返し1
往復する。　　　　　　　　　　ブラシ移動速さ：すこしはやい

ブラシ清掃②
D⇒C方向へ少し移動し、C⇒D方向で少し動きを繰り返し1
往復する。　　　　　　　　　　ブラシ移動速さ：設定ブラシ移動

［フィルター清掃］(お掃除運転)
お掃除試運転が開始する。(設定往復数)

制御内容

電源を投入後、ブラシ組立がD⇒C方向へ少し動いた後、
C⇒D端へ位置検知スイッチを感知するまで移動する。(グリルが
下がった状態で電源投入した場合、この制御は行わない。)

2お掃除パネル設定
ブラシ組立の移動速さ(お掃除運転時間)。
A：ゆっくり(約45分) 　B：ふつう (約30分)
C：すこしはやい(約17分)　 D：はやい(約8分)
から選択。

1回のお掃除運転の往復回数。
ブラシ往復回数を▲▼で1往復～3往復から選ぶ。

清掃終了から次回のお掃除運転開始までの間隔。
A:毎日、B:2日毎、C:3日毎から選択可能。
エアコンの運転がない場合、1週間毎の清掃を行う。

基準位置出し制御
表示なし

お掃除運転
設定した清掃間隔、ブラシ移動速さ、ブラシ往復数でお掃除
運転を自動で行います。

リリモコン 制御内容
表示部

グリル
昇降可否

表示灯(緑) 表示灯(黄)

・エアコン運転中の場合
　・お掃除運転中でもエアコンの運転ができます。ただし、風量は自動的にLoに下がり、風向ルーバは上位置で停止します。
　・お掃除運転中は、エアコンの性能が十分発揮できない場合が有ります。

※［ ］はリモコン表示※□数字はリモコン設定の階層を示します。

⑶　サービス関連
　　⒜　部品

　　⒝　制御
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　　⒞　メンテナンス
　　　　⒤　エラー表示

制御内容リモコン 制御内容
表示部

記載ベージ

5-60ページ

5-61ページ

5-62ページ

5-63ページ

5-64ページ

5-65ページ

表示灯(緑) 表示灯(黄)

1回点滅 消灯

2回点滅 消灯

3回点滅 消灯

4回点滅 消灯

6回点滅 消灯

5回点滅 消灯

消灯 連続点滅

ブラシ組立のD→C移動中に規定時間内に位置検知
スイッチ1(C側)を検知しない場合。

ブラシ組立のC→D移動中に規定時間内に位置検知
スイッチ2(D側)を検知しない場合。

ブラシ組立のC→D移動中に位置検知スイッチ1(C側)が
ONした場合。

ブラシ組立のD→C移動中に位置検知スイッチ2(D側)が
ONした場合。

ブラシ組立が移動中、位置検知スイッチ1と位置検知
スイッチ2が同時にONした場合。

グリル降下中にブラシ組立が移動している場合。（�）
位置検知スイッチがD側、C側どちらも押されていない場合。

�

メンテナンス
表示

6

1秒以上パネルスイッチが開を検知した場合。

パネル表示部のバックアップスイッチ
内容

点検お掃除運転 点検お掃除運転(点検)
ブラシ移動(D→C) ブラシ移動D→C(点検)
ブラシ移動(C→D) ブラシ移動C→D(点検)
位置検知スイッチ点検 位置検知スイッチ点検

制御

10秒以上
6秒以上10秒未満
3秒以上6秒未満

3秒未満
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｽｲｯﾁON時間 �：表示灯（黄）が連続点灯中にグリルを閉じないでください。

個別点検のブラシ移動（C→D）でブラシ組立をD側に移動させ、表示灯（黄）
が消灯したのを確認後、グリルを閉じてください。
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表示
リモコン：

内容
M01

パネル
表示部 黄 緑

ブラシ ( Ｄ→Ｃ ) 異常停止消灯 1回点滅

１．対象機種

T-PSCLS-5BW/Dのみ

２．異常検出

・�ブラシ組立がＤ→Ｃの移動
中に異常停止した。

・�Ｃ側の位置検知スイッチが
ON検知しなかった。

３．異常発生条件

ブラシ組立が、Ｄ→Ｃへの
移動が完了 (*1) する前に
シャフトモータ (BSM1) へ
の出力パルスがカウント
アップしたとき。
*1：C側の位置検知スイッチ
(BS1)が ON検知したとき。

４．予想原因

・ブラシ組立がダストボックスに正しく嵌ってい
ない。
（ブラシ組立がダストボックスとＣ側の位置
検知スイッチ (BS1) の間にある[BS1を押
せない ]）
・ブラシ組立が斜めになっている。
・フィルタ，ブラシ，クシにホコリが溜まっている。
・ブラシ組立移動部に異物が付着している。
（ラックギア，ドライブシャフト，フィルタの両
端など）
・Ｃ側の位置検知スイッチ (BS1)の不良。
・ダストボックス不良。
（組立不要，破損，欠品など）
・ダストボックス移動部に異物が付着してい
る。
・ブラシ組立が他の部品に接触している。
・ギアボックス不良。
（組立不良，ギアの破損，グリス不足など）
・シャフトモータ不良。
・フランジナット不良。
（内側の歯の破損）
・ドライブシャフト不良。
（異物噛み込み，ストッパー破損，スパイラ
ルワイヤー変形など）
・ブラシ組立のローラー，豆滑車の不良。
（組立不良，回転しない，破損など）
・ブラシ組立のグリス不足，異物混入。
・ブラシ組立のその他部品の不良。
（ブラシストッパー，ピニオンギア，ホルダー
など）
・各部品のバラツキによる抵抗大。

F

A

B

C

D

E

・ブラシ組立とダストボックスの位置が正しく嵌っているかを確認する。

・グリルを閉じた状態で点検お掃除を実施し、再発するか確認する。

・グリルを開いた状態で再発するか確認する。

・ブラシ組立が斜めになっていないか確認する。

・フィルタ，ブラシ，クシにホコリの付着がないか確認する。

グリルを降下する。

お掃除ユニットを取外す。

お掃除ユニットを取付ける。

・ブラシ組立移動部に異物など付着していないか確認する。

・Ｃ側の位置検知スイッチ が機能するか確認する。

・ダストボックスに不良はないか、スムーズに動くか確認する。

・ブラシ組立が他の部品に接触していないか確認する。

・駆動部品（ ）に不良がないか確認する。

：ギアボックス，シャフトモータ，ドライブシャフト，フランジナット

・ブラシ組立スムーズに動くか確認する。

・ブラシ組立に不良がないか確認する。

・全てを確認，修正後、再発するか確認する。

・ブラシ移動速さを『Ａ：ゆっくり』で再発するか確認する。

　　　　ⅱ　故障診断フロー
　　　　　1　故障診断

※診断 A〜 Fの処置内容の詳細は、 5-66 ページ以降を参照してください。
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表示
リモコン：

内容
M02

パネル
表示部 黄 緑

ブラシ ( Ｃ→Ｄ ) 異常停止消灯 2回点滅

１．対象機種

T-PSCLS-5BW/Dのみ

２．異常検出

・�ブラシ組立がＣ→Ｄの移
動中に異常停止した。
・�Ｄ側の位置検知スイッチ
がON検知しなかった。
※Ｄ→Ｃ方向へのお掃除運
転は正常に完了している。

３．異常発生条件

ブラシ組立が、C⇒Dへの
移動が完了(*3)する前にシャ
フトモータ (BSM1)への出力
パルスがカウントアップした
とき。
*3：D側の位置検知スイッチ
(BS2)が ON検知したとき。

４．予想原因

・�ブラシ組立がダストボックスに正しく嵌ってい
ない。
（ブラシ組立がダストボックスとＤ側の位置
検知スイッチ (BS2)の間にある[BS2を押
せない ]）

・ブラシ組立が斜めになっている。
・�フィルタ，ブラシ，クシにホコリが溜まっている。
・�ブラシ組立移動部に異物が付着している。
（ラックギア，ドライブシャフト，フィルタの両
端など）
・�Ｄ側の位置検知スイッチ (BS2)の不良。
・ダストボックス不良。
（組立不要，破損，欠品など）
・ダストボックス移動部に異物が付着してい
る。

・ブラシ組立が他の部品に接触している。
・ギアボックス不良。
（組立不良，ギアの破損，グリス不足など）
・シャフトモータ不良。
・フランジナット不良。
（内側の歯の破損）
・ドライブシャフト不良。
（異物噛み込み，ストッパー破損，スパイラ
ルワイヤー変形など）
・ブラシ組立のローラー，豆滑車の不良。
（組立不良，回転しない，破損など）
・ブラシ組立のグリス不足，異物混入。
・ブラシ組立のその他部品の不良。
（ブラシストッパー，ピニオンギア，ホルダー
など）
・各部品のバラツキによる抵抗大。

F

A

B

C

D

E

・ブラシ組立とダストボックスの位置が正しく嵌っているかを確認する。

・グリルを閉じた状態で点検お掃除を実施し、再発するか確認する。

・グリルを開いた状態で再発するか確認する。

・ブラシ組立が斜めになっていないか確認する。

・フィルタ，ブラシ，クシにホコリの付着がないか確認する。

グリルを降下する。

お掃除ユニットを取外す。

お掃除ユニットを取付ける。

・ブラシ組立移動部に異物など付着していないか確認する。

・Ｄ側の位置検知スイッチ が機能するか確認する。

・ダストボックスに不良はないか、スムーズに動くか確認する。

・ブラシ組立が他の部品に接触していないか確認する。

・駆動部品（ ）に不良がないか確認する。

：ギアボックス，シャフトモータ，ドライブシャフト，フランジナット

・ブラシ組立スムーズに動くか確認する。

・ブラシ組立に不良がないか確認する。

・全てを確認，修正後、再発するか確認する。

・ブラシ移動速さを『Ａ：ゆっくり』で再発するか確認する。

※診断 A〜 Fの処置内容の詳細は、 5-66 ページ以降を参照してください。
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表示
リモコン：

内容
M03

パネル
表示部 黄 緑 ブラシ(D→ C) 移動中の

位置検知スイッチ (D側 ) 検知消灯 3回点滅

１．対象機種

T-PSCLS-5BW/Dのみ

２．異常検出

ブラシ組立 (D → C) 移動中
に D側の位置検知スイッチ
(BS2) を検知した。
※本来、Ｄ⇒Ｃ移動中にＤ
側の位置検知スイッチ(BS2)
が ONすることはない。

３．異常発生条件

ブラシ組立が、D⇒ Cへ
の移動中にＤ側の位置検知
スイッチ (BS2)が ON検知
したとき。

４．予想原因

・ブラシ組立がダストボックスに正しく嵌ってい
ない。
（ブラシ組立がダストボックスに嵌っていない
ため、ダストボックスが残っている[BS2を
押したまま]）

・ブラシ組立が斜めになっている。
・フィルタ，ブラシ，クシにホコリが溜まっている。
・ブラシ組立移動部に異物が付着している。
（ラックギア，ドライブシャフト，フィルタの両
端など）

・Ｄ側の位置検知スイッチ (BS2)の不良。
・ダストボックス不良。
（組立不要，破損，欠品など）
・ダストボックス移動部に異物が付着してい
る。

・ブラシ組立が他の部品に接触している。
・ギアボックス不良。
（組立不良，ギアの破損，グリス不足など）
・シャフトモータ不良。
・フランジナット不良。
（内側の歯の破損）
・ドライブシャフト不良。
（異物噛み込み，ストッパー破損，スパイラ
ルワイヤー変形など）

・ブラシ組立のローラー，豆滑車の不良。
（組立不良，回転しない，破損など）
・ブラシ組立のグリス不足，異物混入。
・ブラシ組立のその他部品の不良。
（ブラシストッパー，ピニオンギア，ホルダー
など）

F

A

B

C

D

E

・ブラシ組立とダストボックスの位置が正しく嵌っているかを確認する。

・グリルを閉じた状態で点検お掃除を実施し、再発するか確認する。

・グリルを開いた状態で再発するか確認する。

・ブラシ組立が斜めになっていないか確認する。

・フィルタ，ブラシ，クシにホコリの付着がないか確認する。

グリルを降下する。

お掃除ユニットを取外す。

お掃除ユニットを取付ける。

・ブラシ組立移動部に異物など付着していないか確認する。

・Ｄ側の位置検知スイッチ が機能するか確認する。

・ダストボックスに不良はないか、スムーズに動くか確認する。

・ブラシ組立が他の部品に接触していないか確認する。

・駆動部品（ ）に不良がないか確認する。

：ギアボックス，シャフトモータ，ドライブシャフト，フランジナット

・ブラシ組立スムーズに動くか確認する。

・ブラシ組立に不良がないか確認する。

・全てを確認，修正後、再発するか確認する。

※診断 A〜 Fの処置内容の詳細は、 5-66 ページ以降を参照してください。
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※診断 A〜 Fの処置内容の詳細は、 5-66 ページ以降を参照してください。

表示
リモコン：

内容
M04

パネル
表示部 黄 緑 ブラシ(C→ D) 移動中の

位置検知スイッチ (C側 ) 検知消灯 4回点滅

１．対象機種

T-PSCLS-5BW/Dのみ

２．異常検出

ブラシ組立 (C → D) 移動中
に C側の位置検知スイッチ
(BS1) を検知した。
※本来、Ｃ⇒Ｄ移動中にＣ
側の位置検知スイッチ(BS1)
が ONすることはない。

３．異常発生条件

ブラシ組立が、C⇒ Dへ
の移動中にＣ側の位置検知
スイッチ (BS1)が ON検知
したとき。

４．予想原因

・ブラシ組立がダストボックスに正しく嵌ってい
ない。
  （�ブラシ組立がダストボックスに嵌っていない
ため、ダストボックスが残っている[BS1を
押したまま]）

・ブラシ組立が斜めになっている。
・フィルタ，ブラシ，クシにホコリが溜まっている。
・ブラシ組立移動部に異物が付着している。
 （�ラックギア，ドライブシャフト，フィルタの両
端など）

・Ｃ側の位置検知スイッチ (BS1)の不良。
・ダストボックス不良。
 （組立不要，破損，欠品など）
・ダストボックス移動部に異物が付着してい
る。

・ブラシ組立が他の部品に接触している。
・ギアボックス不良。
 （組立不良，ギアの破損，グリス不足など）
・シャフトモータ不良。
・フランジナット不良。
 （内側の歯の破損）
・ドライブシャフト不良。
 �（�異物噛み込み，ストッパー破損，スパイラ
ルワイヤー変形など）

・ブラシ組立のローラー，豆滑車の不良。
 （組立不良，回転しない，破損など）
・ブラシ組立のグリス不足，異物混入。
・ブラシ組立のその他部品の不良。
 （ブラシストッパー，ピニオンギア，ホルダーな
ど）

F

A

B

C

D

E

・ブラシ組立とダストボックスの位置が正しく嵌っているかを確認する。

・グリルを閉じた状態で点検お掃除を実施し、再発するか確認する。

・グリルを開いた状態で再発するか確認する。

・ブラシ組立が斜めになっていないか確認する。

・フィルタ，ブラシ，クシにホコリの付着がないか確認する。

グリルを降下する。

お掃除ユニットを取外す。

お掃除ユニットを取付ける。

・ブラシ組立移動部に異物など付着していないか確認する。

・Ｃ側の位置検知スイッチ が機能するか確認する。

・ダストボックスに不良はないか、スムーズに動くか確認する。

・ブラシ組立が他の部品に接触していないか確認する。

・駆動部品（ ）に不良がないか確認する。

：ギアボックス，シャフトモータ，ドライブシャフト，フランジナット

・ブラシ組立スムーズに動くか確認する。

・ブラシ組立に不良がないか確認する。

・全てを確認，修正後、再発するか確認する。

※診断 A〜 Fの処置内容の詳細は、 5-66 ページ以降を参照してください。
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表示
リモコン：

内容
M06

パネル
表示部 黄 緑 Ｃ側，Ｄ側の位置検知スイッチ

同時検知消灯 6回点滅

１．対象機種

T-PSCLS-5BW/Dのみ

２．異常検出

ブラシ組立移動中に２つの
位置検知スイッチが共に
ON検知した。
※本来、２つの位置検知ス
イッチ (BS1，BS2) が同
時にONすることはない。

３．異常発生条件

ブラシ組立移動 (D→Cま
たはC→D)中に２つの位
置検知スイッチが共にON
検知したとき。

４．予想原因

・�ブラシ組立がダストボッ
クスに正しく嵌ってい
ない。

・�位置検知スイッチ (BS1
または BS2) の不良。

F

A

B

C

・ブラシ組立とダストボックスの位置が正しく嵌っているかを確認する。

・グリルを閉じた状態で点検お掃除を実施し、再発するか確認する。

・グリルを開いた状態で再発するか確認する。

グリルを降下する。

・２つの位置検知スイッチ ， が機能するか確認する。

・全てを確認，修正後、再発するか確認する。

※診断 A〜 Fの処置内容の詳細は、 5-66 ページ以降を参照してください。
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※診断 A〜 Fの処置内容の詳細は、 5-66 ページ以降を参照してください。

表示
リモコン：

黄 緑 内容
M21

パネル
表示部 ラクリーナパネル収納不良

・パネルスイッチ動作不良
（GTシリーズ）消灯 5回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

GTシリーズのみ 診　断 処　置

エラー解除・グリル閉操作をす
る。

グリル内面でのパネルスイッチ
の押し込み量不足
→グリル内側のパネルスイッチ
の当たる部分に厚さ3mmのゴム
シートを貼付けて、グリル閉の操
作をする。

コネクタの外れ、差込み不足
→きちんと差込み直す。

パネルスイッチまたはパネルス
イッチ配線不良→交換

パネル基板不良→交換

パネル基板（CNV3）－室内ユニッ
ト基板（CNV）間の配線断線。
→配線の修復または交換

室内ユニット基板不良→交換

２．異常検出

1秒以上パネルスイッチ
（PS）が開を検知

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・パネルスイッチ（PS）不良
・配線断線
・パネル基板不良
・室内ユニット基板不良

注記：

グリルが下がった
状態か？

エラーを解除した上で、
パネルスイッチを強制的に

ON状態として、
改善するか？

基板上の
右記コネクタは差込み

正常か？

パネルスイッチの
動作チェックにより、パネル
基板上のCNY1の1-2間は

導通するか？

パネルスイッチの
動作チェックにより、パネル
基板上のCNV3の1-4間は

導通するか？

パネルスイッチの
動作チェックにより、室内ユニット

基板上のCNVの1-4間は
導通するか？

エラー解除・グリル閉操作
＜リモコンがRC-DX3Cの場合＞
①エラーを解除する。（リモコンの運転／停止ボタンを押す。）
②［メニュー］→［お手入れ］→［グリル昇降］→［上昇▲］を押して
   グリルを閉める。

＜パネルスイッチを強制的にON＞
パネルスイッチのシリコン部を押さえつけ
た状態でテープ貼付固定し、スイッチを
ON状態にする。

＜基板上のコネクタ＞
パネル基板：CNY1，CNV3
室内ユニット基板：CNV

＜パネルスイッチの動作チェック＞
スイッチON／OFFによりコネクタ・基板の
導通チェックする。
パネルスイッチON：閉、OFF：開

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

ｼﾘｺﾝｶﾞｲﾄﾞ 押すとＯＮ

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁ

→CNY1へ



処置診断

ダストボックスの位置を確認する。

(ブラシとダストボックスの蓋にはまった状態か確認する)

ダストボックスを正常な状態にセットする。

①ブラシをＤ側に移動する。

②ダストボックスを所定の位置にセットする

（ダストボックスはストッパーをかける）

NO

YES

ダストボックスの位置
は通常状態(※１)か？

〈点検お掃除運転の実施方法〉

リモコン

メニュー⇒サービス設定⇒サービス・メンテナンス

⇒お掃除パネル点検⇒点検お掃除運転

バックアップスイッチ

3秒未満を連続で押す。

〈異常停止理由〉

ブラシ組立が斜めになり、摩擦が大きく
なったためと考えられる。

処置不要。

YES

NO

点検お掃除運転が設

定したブラシ移動速さの時間で

正常に完了するか？

YES

NO

フィルタ，ブラシ，クシに
ホコリが付着しているか？

点検お掃除運転を実施する。

YESNO 点検お掃除運転が設定

したブラシ移動速さの時間で

正常に完了するか？

点検お掃除運転を実施する。

（グリルを降下したまま）

YES

NO

ブラシ組立が斜め（※２)
になっているか？

ブラシ組立の両端の位置を合わせる。

グリルを降下する。

点検お掃除運転を実施する。

（グリルを降下したまま）

フィル

※処置完了後は必ず動作確認を行ってください。

タ・ブラシ・クシを清掃する。

〈異常停止理由〉

付着したホコリにより、ブラシとクシの
摩擦が大きいためと考えられる。

YES

NO

点検お掃除運転が設定

したブラシ移動速さの時

間で正常に完了するか？

〈ブラシをＤ側に移動する方法〉

リモコン

メニュー⇒サービス設定⇒サービス・メンテナンス

⇒お掃除パネル点検⇒個別点検⇒ブラシ移動

Ｄ→Ｃバックアップスイッチ

6～10秒間連続で押す。グリルを降下する。

〈異常停止理由〉
エンドユーザがダストボックスを所定の
位置に配置せず(ストッパーを止めずに)

処置不要。

〈フィルタ，ブラシ，クシの脱着方法〉

①フィルタ・ブラシ・クシを清掃する。

〈異常停止理由〉

①付着したホコリにより、ブラシとクシ，ブ
ラシとフィルタの摩擦が大きいためと考え
られる。

①グリルを閉じたまま写真撮影する。

②グリルを閉じたまま写真撮影する。

④写真撮影する。

⑤写真撮影する。

※１：ダストボックスがグリルの桟の

10本目近傍にある状態のこと。

1本目

10本目

Ｃ側

Ｄ側

グリルを閉じる。

注：表示灯(黄)消灯を確認し、

グリルを閉じること。

A

B

通常状態

※２：ブラシ組立両端の位置の差が

ラックギアの歯５枚以上が目安。

（物理的に9枚以上にはならない）

歯が8枚ずれた場合
ブラシストッパー周辺を持ち、
下方向へ引っ張りながら歯を

ずらし、斜め状態を直すこと

ができる。

ブラシに付着したホコリの状態はどうか？

クシにホコリが溜まっていないか？
フィルタにホコリは付着しているか？

③写真撮影する。 フィルタは5-71ページ，ブラシは5-74ページ，クシは5-71ページを参照。

グリルを上昇させたと考えられる。

　　　2)　故障診断と処置の詳細

－ 533－

処置診断

[裏側]
ストッパーの軸は確実に
軸受けに嵌っているか？

フック

ダストボックス蓋の豆滑車

(計4箇所)

フック，バネの取付を修正する。

YES

NOダストボックス組立はス

ムーズに動くか？

YES

NOダストボックス蓋のフック

はスムーズに動くか？

ダストボックス蓋のフッ

ク，バネは正しく取付け

られているか？

NO

YES
下記部品のいづれかまたは全てを交換する。

・フック

・バネ

・ダストボックス蓋

ダストボックス組立を取外す。

〈ダストボックス組立の脱着方法〉

YES

NO

異物やホコリが付着して
いるか？

下記の部品に異物やホコリが付着しているか

確認する。

①ダストボックスレール

②レールカバー

③ダストボックス蓋の豆滑車

④その他ダストボックスが可動する部分

異物やホコリを除去する。

〈異常停止理由〉

ダストボックス周りの異物が障害物となり、
抵抗となって異常停止したと考えられる。

ダストボックス蓋の豆滑車
は正しく取付けられているか？

NO

YES
下記部品のいづれかまたは全てを交換する。

・豆滑車

・ダストボックス蓋

豆滑車の取付を修正し、

ダストボックス組立を組立てる。

⑧写真撮影する。

⑨写真撮影する。

C

ダストボックスレール
レールカバー

位置検知スイッチを押す。

異物やホコリを除去する。

〈異常停止理由〉

お掃除ユニット上の異物が障害物となり、
抵抗となって異常停止したと考えられる。

ブラシ組立が移動するとき
に接する部分(※３ に異物

やホコリが付着しているか？

YES

NO

※３：ラックギア，ドライブシャフト，

フィルタの豆滑車が接触する部分など

⑥写真撮影する。

位置検知スイッチを交換する。

位置検知スイッチが正常か確認する。

①スイッチのゴムは正しい位置にあるか？

②を押して「カチッ」と音がするか？

③コネクタの半挿入はないか？

④導通チェックで問題ないか？

⑤位置スイッチ点検を実施する。

YES

NO位置検知スイッチは２個
とも正常か？

〈位置スイッチ点検の方法〉

リモコン

メニュー⇒サービス設定⇒サービス・メンテナンス

⇒お掃除パネル点検⇒個別点検⇒位置スイッチ点検

バックアップスイッチ

1010秒以上連続で押す。

⑦写真撮影する。

ラックギアやフィルタの豆

滑車が接触する部分

物やホコリの付着はないか?

に異

ドライブシャフト

やホコリの付着はないか?

に異物

〈位置スイッチ点検〉

D側スイッチが押されている：黄LED点滅
C側スイッチが押されている：緑LED点滅

黄 緑

目視確認

5-53ページを参照。

－ 534－

処置診断

ダストボックスの位置を確認する。

(ブラシとダストボックスの蓋にはまった状態か確認する)

ダストボックスを正常な状態にセットする。

①ブラシをＤ側に移動する。

②ダストボックスを所定の位置にセットする

（ダストボックスはストッパーをかける）

NO

YES

ダストボックスの位置
は通常状態(※１)か？

〈点検お掃除運転の実施方法〉

リモコン

メニュー⇒サービス設定⇒サービス・メンテナンス

⇒お掃除パネル点検⇒点検お掃除運転

バックアップスイッチ

3秒未満を連続で押す。

〈異常停止理由〉

ブラシ組立が斜めになり、摩擦が大きく
なったためと考えられる。

処置不要。

YES

NO

点検お掃除運転が設

定したブラシ移動速さの時間で

正常に完了するか？

YES

NO

フィルタ，ブラシ，クシに
ホコリが付着しているか？

点検お掃除運転を実施する。

YESNO 点検お掃除運転が設定

したブラシ移動速さの時間で

正常に完了するか？

点検お掃除運転を実施する。

（グリルを降下したまま）

YES

NO

ブラシ組立が斜め（※２)
になっているか？

ブラシ組立の両端の位置を合わせる。

グリルを降下する。

点検お掃除運転を実施する。

（グリルを降下したまま）

フィル

※処置完了後は必ず動作確認を行ってください。

タ・ブラシ・クシを清掃する。

〈異常停止理由〉

付着したホコリにより、ブラシとクシの
摩擦が大きいためと考えられる。

YES

NO

点検お掃除運転が設定

したブラシ移動速さの時

間で正常に完了するか？

〈ブラシをＤ側に移動する方法〉

リモコン

メニュー⇒サービス設定⇒サービス・メンテナンス

⇒お掃除パネル点検⇒個別点検⇒ブラシ移動

Ｄ→Ｃバックアップスイッチ

6～10秒間連続で押す。グリルを降下する。

〈異常停止理由〉
エンドユーザがダストボックスを所定の
位置に配置せず(ストッパーを止めずに)

処置不要。

〈フィルタ，ブラシ，クシの脱着方法〉

①フィルタ・ブラシ・クシを清掃する。

〈異常停止理由〉

①付着したホコリにより、ブラシとクシ，ブ
ラシとフィルタの摩擦が大きいためと考え
られる。

①グリルを閉じたまま写真撮影する。

②グリルを閉じたまま写真撮影する。

④写真撮影する。

⑤写真撮影する。

※１：ダストボックスがグリルの桟の

10本目近傍にある状態のこと。

1本目

10本目

Ｃ側

Ｄ側

グリルを閉じる。

注：表示灯(黄)消灯を確認し、

グリルを閉じること。

A

B

通常状態

※２：ブラシ組立両端の位置の差が

ラックギアの歯５枚以上が目安。

（物理的に9枚以上にはならない）

歯が8枚ずれた場合
ブラシストッパー周辺を持ち、
下方向へ引っ張りながら歯を

ずらし、斜め状態を直すこと

ができる。

ブラシに付着したホコリの状態はどうか？

クシにホコリが溜まっていないか？
フィルタにホコリは付着しているか？

③写真撮影する。 フィルタは5-71ページ，ブラシは5-74ページ，クシは5-71ページを参照。

グリルを上昇させたと考えられる。

　　　2)　故障診断と処置の詳細

－ 533－
5-66



処置診断

ダストボックスの位置を確認する。

(ブラシとダストボックスの蓋にはまった状態か確認する)

ダストボックスを正常な状態にセットする。

①ブラシをＤ側に移動する。

②ダストボックスを所定の位置にセットする

（ダストボックスはストッパーをかける）

NO

YES

ダストボックスの位置
は通常状態(※１)か？

〈点検お掃除運転の実施方法〉

リモコン

メニュー⇒サービス設定⇒サービス・メンテナンス

⇒お掃除パネル点検⇒点検お掃除運転

バックアップスイッチ

3秒未満を連続で押す。

〈異常停止理由〉

ブラシ組立が斜めになり、摩擦が大きく
なったためと考えられる。

処置不要。

YES

NO

点検お掃除運転が設

定したブラシ移動速さの時間で

正常に完了するか？

YES

NO

フィルタ，ブラシ，クシに
ホコリが付着しているか？

点検お掃除運転を実施する。

YESNO 点検お掃除運転が設定

したブラシ移動速さの時間で

正常に完了するか？

点検お掃除運転を実施する。

（グリルを降下したまま）

YES

NO

ブラシ組立が斜め（※２)
になっているか？

ブラシ組立の両端の位置を合わせる。

グリルを降下する。

点検お掃除運転を実施する。

（グリルを降下したまま）

フィル

※処置完了後は必ず動作確認を行ってください。

タ・ブラシ・クシを清掃する。

〈異常停止理由〉

付着したホコリにより、ブラシとクシの
摩擦が大きいためと考えられる。

YES

NO

点検お掃除運転が設定

したブラシ移動速さの時

間で正常に完了するか？

〈ブラシをＤ側に移動する方法〉

リモコン

メニュー⇒サービス設定⇒サービス・メンテナンス

⇒お掃除パネル点検⇒個別点検⇒ブラシ移動

Ｄ→Ｃバックアップスイッチ

6～10秒間連続で押す。グリルを降下する。

〈異常停止理由〉
エンドユーザがダストボックスを所定の
位置に配置せず(ストッパーを止めずに)

処置不要。

〈フィルタ，ブラシ，クシの脱着方法〉

①フィルタ・ブラシ・クシを清掃する。

〈異常停止理由〉

①付着したホコリにより、ブラシとクシ，ブ
ラシとフィルタの摩擦が大きいためと考え
られる。

①グリルを閉じたまま写真撮影する。

②グリルを閉じたまま写真撮影する。

④写真撮影する。

⑤写真撮影する。

※１：ダストボックスがグリルの桟の

10本目近傍にある状態のこと。

1本目

10本目

Ｃ側

Ｄ側

グリルを閉じる。

注：表示灯(黄)消灯を確認し、

グリルを閉じること。

A

B

通常状態

※２：ブラシ組立両端の位置の差が

ラックギアの歯５枚以上が目安。

（物理的に9枚以上にはならない）

歯が8枚ずれた場合
ブラシストッパー周辺を持ち、
下方向へ引っ張りながら歯を

ずらし、斜め状態を直すこと

ができる。

ブラシに付着したホコリの状態はどうか？

クシにホコリが溜まっていないか？
フィルタにホコリは付着しているか？

③写真撮影する。 フィルタは5-71ページ，ブラシは5-74ページ，クシは5-71ページを参照。

グリルを上昇させたと考えられる。

　　　2)　故障診断と処置の詳細

－ 533－

処置診断

[裏側]
ストッパーの軸は確実に
軸受けに嵌っているか？

フック

ダストボックス蓋の豆滑車

(計4箇所)

フック，バネの取付を修正する。

YES

NOダストボックス組立はス

ムーズに動くか？

YES

NOダストボックス蓋のフック

はスムーズに動くか？

ダストボックス蓋のフッ

ク，バネは正しく取付け

られているか？

NO

YES
下記部品のいづれかまたは全てを交換する。

・フック

・バネ

・ダストボックス蓋

ダストボックス組立を取外す。

〈ダストボックス組立の脱着方法〉

YES

NO

異物やホコリが付着して
いるか？

下記の部品に異物やホコリが付着しているか

確認する。

①ダストボックスレール

②レールカバー

③ダストボックス蓋の豆滑車

④その他ダストボックスが可動する部分

異物やホコリを除去する。

〈異常停止理由〉

ダストボックス周りの異物が障害物となり、
抵抗となって異常停止したと考えられる。

ダストボックス蓋の豆滑車
は正しく取付けられているか？

NO

YES
下記部品のいづれかまたは全てを交換する。

・豆滑車

・ダストボックス蓋

豆滑車の取付を修正し、

ダストボックス組立を組立てる。

⑧写真撮影する。

⑨写真撮影する。

C

ダストボックスレール
レールカバー

位置検知スイッチを押す。

異物やホコリを除去する。

〈異常停止理由〉

お掃除ユニット上の異物が障害物となり、
抵抗となって異常停止したと考えられる。

ブラシ組立が移動するとき
に接する部分(※３ に異物

やホコリが付着しているか？

YES

NO

※３：ラックギア，ドライブシャフト，

フィルタの豆滑車が接触する部分など

⑥写真撮影する。

位置検知スイッチを交換する。

位置検知スイッチが正常か確認する。

①スイッチのゴムは正しい位置にあるか？

②を押して「カチッ」と音がするか？

③コネクタの半挿入はないか？

④導通チェックで問題ないか？

⑤位置スイッチ点検を実施する。

YES

NO位置検知スイッチは２個
とも正常か？

〈位置スイッチ点検の方法〉

リモコン

メニュー⇒サービス設定⇒サービス・メンテナンス

⇒お掃除パネル点検⇒個別点検⇒位置スイッチ点検

バックアップスイッチ

1010秒以上連続で押す。

⑦写真撮影する。

ラックギアやフィルタの豆

滑車が接触する部分

物やホコリの付着はないか?

に異

ドライブシャフト

やホコリの付着はないか?

に異物

〈位置スイッチ点検〉

D側スイッチが押されている：黄LED点滅
C側スイッチが押されている：緑LED点滅

黄 緑

目視確認

5-53ページを参照。

－ 534－
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ギアボックスを取外す。

ギアボックスのコネクタを接続し、
個別点検の「ブラシ移動Ｄ
「ブラシ移動C→D」でも可。

→Ｃ」，

ギアボックスを分解する。

YES

NOシャフトモータ
は駆動するか?

YES

NOシャフトモータ
は駆動するか?

シャフトモータ単品でコネクタを接続し、
点検お掃除運転などを実施する。

シャフトモータを交換する。

YES

NO

ドライブシャフト，フランジナット

を取外す。

YES

NO

ギアを正しく取付け、

ギアボックスを組立てる。

YES

NO

異物やホコリが付着して
いるか？

下記の部品に異物やホコリが付着しているか

確認する。

(1)フランジナット内側

(2)ドライブシャフト

異物やホコリを除去する。

〈異常停止理由〉

ドライブシャフトまたはフレアナットの異物が

障害物となり、抵抗となって異常停止した

と考えられる。

YES

NO

割れや欠けなどの異常が
あるか？

下記の部品に割れや欠けなどの異常がないか

確認する。

①フランジナット（特に内側の歯）

②ドライブシャフト（特にスパイラルワイヤー）

下記部品のいづれかまたは全てを交換する。

・フランジナット

・ドライブシャフト（またはスパイラルワイヤー）

⑫写真撮影する。

⑬写真撮影する。

⑭写真撮影する。

ブラシ組立が他の部品に接
触した痕跡があるか？

YES

NO

フ

フランジナットローラーホルダー

ランジナットとローラーホル

ダーが突っ張っていないか？

5-72ページギアボックスと
シャフトの外し方、モータ
(ギアボックス)の外し方

参照

コネクタを基板に接続し、

点検お掃除運転などを

実施し

駆動するか?

、シャフトモータは

フランジナット内側の歯

に異物挟まりや割れ,欠
けはないか？

スパイラルワイヤーの間

に異物挟まりや割れ,欠

⑩写真撮影する。

フランジナットとローラーホ
ルダーが突っ張っているか？

YES

NO

⑪写真撮影する。

ローラーホルダーに板金レール
が擦れた跡はないか？

可動するブラシ組立が他の部品に接触していないか。

(1)
(2)

ブラシ組立（ローラーホルダー）と板金レール

(2)ブラシ組立と配線

D お掃除ユニットを取外す。

処置診断

配線がブラシ組立に

接触していないか？
引っかかっていないか?

（通常状態ではフランジナットは、

カタカタと動かせる余裕がある。）

点検お掃除運転などを実施する。

個別点検の「ブラシ移動Ｄ→Ｃ」，
「ブラシ移動C→D」でも可。

ギアは正しく取付
けられているか？

フランジナットは
スムーズに動くか?

けはないか？

－ 535－

ブラシストッパーが正しく取付け

〇部の爪は引っかかっているか?

られているか？

ブラシ組立を取外す。

YES

NO

下記の部品に異物やホコリが付着しているか

確認する。

①豆滑車

②ローラー

豆滑車，ローラーは正しく

取付けられているか？

YES

NO 豆滑車，ローラーの取付

を修正する。

ブラシを取外す。

YES

NO

ブラシのギアに異物やホ
コリが付着しているか?

ブラシは正しく取付けら

れているか？

YES

NO

ブラシは正しく取付けれらているかを下記について

確認する。

①軸受に正しくはまっているか。

②ブラシのギアとピニオンギアは正しく噛み合っているか。

異物やホコリを除去する。

NO

YES

ブラシストッパーは正しく
取付けられているか?

ブラシストッパー取外す。

YES

NO

ブラシストッパーに割れや欠
けなどの異常があるか?

ブラシストッパーを交換する。

ブラシに異常はないか？

YES

NO

ブラシに異常がないか確認する。

①ブラシのギアに割れや欠けはないか。

②ブラシのギアはアルミシャフトに固定されているか。

ブラシを交換する。

YES

NO

豆滑車，ローラーに割れや
欠けなどの異常があるか?

豆滑車，ローラーを交換する。

⑮写真撮影する。

⑰写真撮影する。

⑱写真撮影する。

⑲写真撮影する。

⑳写真撮影する。

㉑写真撮影する。

㉒写真撮影する。

異物やホコリを除去する。⑯写真撮影する。

ブラシの外し方
5-74ページを参照。

〈ブラシ組立の外し方
5-73ページを参照。

〉

豆滑車

ローラー

ブラシの勘合部

ブラシを嵌める際、カクッ

という感触がある。

ブラシギア

ブラシギアがアルミシャフトに

固定されているか？

固定されていない場合は、

接着剤で固定する。

ブラシギア

アルミシャフト

異物やホコリが付着して
いるか？

NO

YESブラシ組立はスムーズ

に動くか？ Ａ
E ドライブシャフトを外した状

態では、ブラシ組立を手で

簡単に動かすことが可能。

ブラシ組立は手で動かす
ことができるか？

処置診断

－ 536－
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ギアボックスを取外す。

ギアボックスのコネクタを接続し、
個別点検の「ブラシ移動Ｄ
「ブラシ移動C→D」でも可。

→Ｃ」，

ギアボックスを分解する。

YES

NOシャフトモータ
は駆動するか?

YES

NOシャフトモータ
は駆動するか?

シャフトモータ単品でコネクタを接続し、
点検お掃除運転などを実施する。

シャフトモータを交換する。

YES

NO

ドライブシャフト，フランジナット

を取外す。

YES

NO

ギアを正しく取付け、

ギアボックスを組立てる。

YES

NO

異物やホコリが付着して
いるか？

下記の部品に異物やホコリが付着しているか

確認する。

(1)フランジナット内側

(2)ドライブシャフト

異物やホコリを除去する。

〈異常停止理由〉

ドライブシャフトまたはフレアナットの異物が

障害物となり、抵抗となって異常停止した

と考えられる。

YES

NO

割れや欠けなどの異常が
あるか？

下記の部品に割れや欠けなどの異常がないか

確認する。

①フランジナット（特に内側の歯）

②ドライブシャフト（特にスパイラルワイヤー）

下記部品のいづれかまたは全てを交換する。

・フランジナット

・ドライブシャフト（またはスパイラルワイヤー）

⑫写真撮影する。

⑬写真撮影する。

⑭写真撮影する。

ブラシ組立が他の部品に接
触した痕跡があるか？

YES

NO

フ

フランジナットローラーホルダー

ランジナットとローラーホル

ダーが突っ張っていないか？

5-72ページギアボックスと
シャフトの外し方、モータ
(ギアボックス)の外し方

参照

コネクタを基板に接続し、

点検お掃除運転などを

実施し

駆動するか?

、シャフトモータは

フランジナット内側の歯

に異物挟まりや割れ,欠
けはないか？

スパイラルワイヤーの間

に異物挟まりや割れ,欠

⑩写真撮影する。

フランジナットとローラーホ
ルダーが突っ張っているか？

YES

NO

⑪写真撮影する。

ローラーホルダーに板金レール
が擦れた跡はないか？

可動するブラシ組立が他の部品に接触していないか。

(1)
(2)

ブラシ組立（ローラーホルダー）と板金レール

(2)ブラシ組立と配線

D お掃除ユニットを取外す。

処置診断

配線がブラシ組立に

接触していないか？
引っかかっていないか?

（通常状態ではフランジナットは、

カタカタと動かせる余裕がある。）

点検お掃除運転などを実施する。

個別点検の「ブラシ移動Ｄ→Ｃ」，
「ブラシ移動C→D」でも可。

ギアは正しく取付
けられているか？

フランジナットは
スムーズに動くか?

けはないか？
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ブラシストッパーが正しく取付け

〇部の爪は引っかかっているか?

られているか？

ブラシ組立を取外す。

YES

NO

下記の部品に異物やホコリが付着しているか

確認する。

①豆滑車

②ローラー

豆滑車，ローラーは正しく

取付けられているか？

YES

NO 豆滑車，ローラーの取付

を修正する。

ブラシを取外す。

YES

NO

ブラシのギアに異物やホ
コリが付着しているか?

ブラシは正しく取付けら

れているか？

YES

NO

ブラシは正しく取付けれらているかを下記について

確認する。

①軸受に正しくはまっているか。

②ブラシのギアとピニオンギアは正しく噛み合っているか。

異物やホコリを除去する。

NO

YES

ブラシストッパーは正しく
取付けられているか?

ブラシストッパー取外す。

YES

NO

ブラシストッパーに割れや欠
けなどの異常があるか?

ブラシストッパーを交換する。

ブラシに異常はないか？

YES

NO

ブラシに異常がないか確認する。

①ブラシのギアに割れや欠けはないか。

②ブラシのギアはアルミシャフトに固定されているか。

ブラシを交換する。

YES

NO

豆滑車，ローラーに割れや
欠けなどの異常があるか?

豆滑車，ローラーを交換する。

⑮写真撮影する。

⑰写真撮影する。

⑱写真撮影する。

⑲写真撮影する。

⑳写真撮影する。

㉑写真撮影する。

㉒写真撮影する。

異物やホコリを除去する。⑯写真撮影する。

ブラシの外し方
5-74ページを参照。

〈ブラシ組立の外し方
5-73ページを参照。

〉

豆滑車

ローラー

ブラシの勘合部

ブラシを嵌める際、カクッ

という感触がある。

ブラシギア

ブラシギアがアルミシャフトに

固定されているか？

固定されていない場合は、

接着剤で固定する。

ブラシギア

アルミシャフト

異物やホコリが付着して
いるか？

NO

YESブラシ組立はスムーズ

に動くか？ Ａ
E ドライブシャフトを外した状

態では、ブラシ組立を手で

簡単に動かすことが可能。

ブラシ組立は手で動かす
ことができるか？

処置診断
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NO

YES

ローラーホルダーとその構
成部品に異常はないか?

下記の部品のいづれかまたは全てを交換する。

・ローラーホルダー

・ピニオンギア

・スプリング

ローラーホルダー内部の

所定の箇所にグリスは塗布さ
れているか?

NO

YES

所定の箇所にグリスを塗布する。

ブラシ組立を組立て、お掃除ユニットに取付ける。

YES

NOブラシ組立はスムーズ

に動くか？
ブラシ組立を交換する。

Ａ

お掃除ユニットを組立て、パネル本体に取付ける。

ダストボックスを正常な状態にセットする。

①ブラシをＤ側に移動する。

②ダストボックスを所定の位置にセットする

（ダストボックスはストッパーをかける）

㉔写真撮影する。

㉕写真撮影する。

YES

NO

点検お掃除運転が設

定したブラシ移動速さの時間
で正常に完了するか?

点検お掃除運転を実施する。

〈異常停止理由〉

お掃除ユニットの部品に何らかの問題

完了。

ブラシ移動速さを『Ａ：ゆっくり』に設定する。

YES

NO

点検お掃除運転が設

点検お掃除運転を実施する。

〈異常停止理由〉

下記のいづれかまたは両方と考えられる。
①各部品の摩擦が大きいため。

②シャフトモータのトルクが小さいため。

完了。

サービスに連絡し、撮影した写真を送付する。

グリルを閉じる。 注：表示灯(黄)消灯を確認し、グリルを閉じること。

F

〈ドライブシャフトを取付け直した場合〉

必ずブラシ組立を元の位置に戻してください。

5-80ページ参照

ホルダー固定用のツメ

スプリング

：シリコングリス塗布部

ツメ（両側）

ローラーホルダーを取外す。

ローラーホルダーに異常がないか確認する。

①ホルダー固定用のツメに割れや欠けはないか。

②スプリングは正しく取付けられているか。

また破損はないか。

YES

NO

ピニオンギアに異物やホ
コリが付着しているか?

異物やホコリを除去する。㉓写真撮影する。

ブラ

続き

シギア

ピニオンギア

処置診断

ローラホルダー，ギアカバーの外し方

5-75ページ参照

定したブラシ移動速さの時間
で正常に完了するか?

（『ゆっくり』にすることでシャフトモータの
　トルクが増加する。）

③ピニオンギアはスムーズに回転するか。

（異物やホコリの付着はないか）

－ 537－

E
ストッパーを回し解除して、

フィルタを外してください。

クシを上へ引き

クシを外す。

ストッパーを押しながら

クシを横へスライドさせる。

押す

クシを斜め上へ引く

ストッパー

－ 538－

⒤

⒟

フィルタの外し方

ⅱ ゴミ箱のクシの外し方

5-70



NO

YES

ローラーホルダーとその構
成部品に異常はないか?

下記の部品のいづれかまたは全てを交換する。

・ローラーホルダー

・ピニオンギア

・スプリング

ローラーホルダー内部の

所定の箇所にグリスは塗布さ
れているか?

NO

YES

所定の箇所にグリスを塗布する。

ブラシ組立を組立て、お掃除ユニットに取付ける。

YES

NOブラシ組立はスムーズ

に動くか？
ブラシ組立を交換する。

Ａ

お掃除ユニットを組立て、パネル本体に取付ける。

ダストボックスを正常な状態にセットする。

①ブラシをＤ側に移動する。

②ダストボックスを所定の位置にセットする

（ダストボックスはストッパーをかける）

㉔写真撮影する。

㉕写真撮影する。

YES

NO

点検お掃除運転が設

定したブラシ移動速さの時間
で正常に完了するか?

点検お掃除運転を実施する。

〈異常停止理由〉

お掃除ユニットの部品に何らかの問題

完了。

ブラシ移動速さを『Ａ：ゆっくり』に設定する。

YES

NO

点検お掃除運転が設

点検お掃除運転を実施する。

〈異常停止理由〉

下記のいづれかまたは両方と考えられる。
①各部品の摩擦が大きいため。

②シャフトモータのトルクが小さいため。

完了。

サービスに連絡し、撮影した写真を送付する。

グリルを閉じる。 注：表示灯(黄)消灯を確認し、グリルを閉じること。

F

〈ドライブシャフトを取付け直した場合〉

必ずブラシ組立を元の位置に戻してください。

5-80ページ参照

ホルダー固定用のツメ

スプリング

：シリコングリス塗布部

ツメ（両側）

ローラーホルダーを取外す。

ローラーホルダーに異常がないか確認する。

①ホルダー固定用のツメに割れや欠けはないか。

②スプリングは正しく取付けられているか。

また破損はないか。

YES

NO

ピニオンギアに異物やホ
コリが付着しているか?

異物やホコリを除去する。㉓写真撮影する。

ブラ

続き

シギア

ピニオンギア

処置診断

ローラホルダー，ギアカバーの外し方

5-75ページ参照

定したブラシ移動速さの時間
で正常に完了するか?

（『ゆっくり』にすることでシャフトモータの
　トルクが増加する。）

③ピニオンギアはスムーズに回転するか。

（異物やホコリの付着はないか）

－ 537－

E
ストッパーを回し解除して、

フィルタを外してください。

クシを上へ引き

クシを外す。

ストッパーを押しながら

クシを横へスライドさせる。

押す

クシを斜め上へ引く

ストッパー

－ 538－

⒤

⒟

フィルタの外し方

ⅱ ゴミ箱のクシの外し方

5-71



②

③

②ギアボックス起き上がらせる。

③手前へ引きシャフトを抜く。

④ブラシ組立ごとシャフトを引く。

⑤シャフトを外す。

：シリコングリス塗布部

再度組付ける際は、シリコングリスを塗る。

①ねじ2本を外す。

－ 539－

ⅲ ギアボックスとシャフトの外し方

5-72



②

③

②ギアボックス起き上がらせる。

③手前へ引きシャフトを抜く。

④ブラシ組立ごとシャフトを引く。

⑤シャフトを外す。

：シリコングリス塗布部

再度組付ける際は、シリコングリスを塗る。

①ねじ2本を外す。

－ 539－

ⅲ ギアボックスとシャフトの外し方

①

②

②

④

④

①中心のねじを外す。

②両サイドのねじを緩める。

③板金レールをスライドさせ、

④板金レールを外す。
   (反対側も同じ。)

⑤ブラシ組立を外す。

③

⑤

ⅳ ブラシ組立の外し方

－ 540－5-73



①両サイドのねじを外す。

②ストッパーを引上げ外す。

③ブラシの軸の勘合部を持って

ブラシを外す。

① ② ③

：シリコングリス塗布部

再度組付ける際は、シリコングリスを塗ってください。

ブラシ
ブラシストッパー

ⅴ ブラシの外し方

－ 541－5-74



①両サイドのねじを外す。

②ストッパーを引上げ外す。

③ブラシの軸の勘合部を持って

ブラシを外す。

① ② ③

：シリコングリス塗布部

再度組付ける際は、シリコングリスを塗ってください。

ブラシ
ブラシストッパー

ⅴ ブラシの外し方

－ 541－

①

②

①ねじを外す。

②ツメを広げるようにして、

ギアカバーを外す。

：シリコングリス塗布部

再度組付ける際は、シリコングリスを塗ってください。

①〇部のツメを外へ広げるよう

にしてローラーホルダーを

少し上引く。(部品に当たる)

②ローラーホルダーを手前へ

ローラー

①

①

②

ⅵ ブラシ組立の分解
   1) ローラーホルダーの外し方

   2) ギアカバー (ピニオンギア )の外し方

－ 542－5-75



②①

③

①ねじ(2か所)を外す

②ツメ部を中心に開くように

モータカバーを外す。

③ねじを外しモータを外す。

：シリコングリス塗布部

再度組付ける際は、シリコングリスを塗ってください。

ツメ部

c) モータ(ギアボックス)の外し方   3) モータ (ギアボックス )の外し方

－ 543－5-76



②①

③

①ねじ(2か所)を外す

②ツメ部を中心に開くように

モータカバーを外す。

③ねじを外しモータを外す。

：シリコングリス塗布部

再度組付ける際は、シリコングリスを塗ってください。

ツメ部

c) モータ(ギアボックス)の外し方   3) モータ (ギアボックス )の外し方

－ 543－

①②

①カラーのツメを押さえながら

カラーを外す。

②取付ける際はカチッと

音がし、ツメが引っかかって

いることを確認する。

d) ギアボックス、ドライブシャフトサポートのカラーの外し方

①スパイラルワイヤーを

　ストッパー側へ押し縮める。

スパイラルワイヤー

シャフト

ストッパー

①
②

・フラシジナットの外し方

①フラシジナットをストッパーの逆側

へ回し進め、取外す。

①

e) ドライブシャフトのストッパの外し方

ギアボックス

カラー

カラー

サポート

②スパイラルワイヤーの先
がストッパーのツメから外
れているのを確認し、スト
ッパーを外す。

ドライブシャフト

フラシジナット

   4) ギアボックス、サポートのカラーの外し方

   5) ドライブシャフトのストッパーの外し方

－ 544－5-77



①4角の刻印(〇☓)に合せ、

図のように、ワイヤーを通し

ワイヤーガイドを取付ける。

ワイヤーガイド（□形状）

ガイド取付部（□印）

ワイヤーガイド（〇形状）

ガイド取付部（〇印）

レールカバー

フック

   ⅶ グリルのワイヤーガイドの取付方

－ 545－5-78



①4角の刻印(〇☓)に合せ、

図のように、ワイヤーを通し

ワイヤーガイドを取付ける。

ワイヤーガイド（□形状）

ガイド取付部（□印）

ワイヤーガイド（〇形状）

ガイド取付部（〇印）

レールカバー

フック

   ⅶ グリルのワイヤーガイドの取付方

－ 545－

7) ワイヤの通し方

①図のようにワイヤーを

通してください。

②ワイヤー端部は図のように

かしめてください

②

②

ⅷ ワイヤーの通し方

－ 546－5-79



①ドライブシャフトを取付

直した場合、ドライブシャフト

を図の方向に回し、位置検知

スイッチを押すまで、ブラシ

組立を移動させてください。

8) ドライブシャフトを取付直した場合
ⅸ ドライブシャフトを取付直した場合

－ 547－5-80
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